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五個荘小幡町に伝五個荘小幡町に伝

わる郷土人形わる郷土人形「小「小

幡でこ」。カラフ幡でこ」。カラフ

ルな色使いと土ルな色使いと土

人形な人形ならではではの

素朴なぬ素朴なぬくもりもり

が特徴で、が特徴で、かわいかわい

らしらしい姿は人形愛好家に親しまれてい形愛好家に親しまれてい

る。る。節句人形や縁起ものを中心にその種節句人形や縁起ものを中心にその種

類は約類は約400にものぼり、中には干支の動にものぼり、中には干支の動

物と縁起物を組み合わせた物と縁起物を組み合わせた「小幡でこ」「小幡でこ」

独特のユーモアあふれる作品もある。のユーモアあふれる作品もある。

「小幡でこ」「小幡でこ」は約は約300年前に細居家の先祖年前に細居家の先祖

である初代・細居安兵衛が伏見人形をである初代・細居安兵衛が伏見人形を

まねて作ったのが始まり。まねて作ったのが始まり。

京通いの飛脚をしていた安兵衛はたび京通いの飛脚をしていた安兵衛はたび

たび追いはぎに遭い、その弁償費用がたび追いはぎに遭い、その弁償費用が

かさむことに頭を悩ませていた。そこかさむことに頭を悩ませていた。そこ

で当時人気のあったで当時人気のあった「伏見人形」「伏見人形」を学び、を学び、

人形師に師に転職、「小「小幡でこ幡でこ」を生み出した。を生み出した。

中山道沿いに中山道沿いに

家があったこ家があったこ

とから土産物土産物

や子供のおや子供のおも

ちゃとして人

気が高まり、気が高まり、

明治初期まで明治初期まで

は同業者が４は同業者が４

～５軒もあっ～５軒もあっ

たという。したという。し

かし時し時代と代とともに後継に後継

者が減り、現在者が減り、現在「小「小

幡でこ」幡でこ」を制作すを制作す

るのは本家の細居るのは本家の細居

さんたさんただ一人と人と

なってしまった。なってしまった。

源悟さんが９代目を引き継いだのは先代源悟さんが９代目を引き継いだのは先代

が亡くなったが亡くなった1919年前のこと。それまで会年前のこと。それまで会

社員として働いていたが社員として働いていたが「伝「伝統の灯をこ統の灯をこ

こで消したこで消したくない」ない」との思いから家業を継の思いから家業を継

ぐことを決心とを決心した。幼いころからた。幼いころから「小「小幡で幡で

こ」に囲まれ、に囲まれ、先代の手作の手作業を業を見て見てきた源た源

悟さ悟さんは、以来一人で一人で伝統を守っを守ってきたてきた。

目下の悩みは目下の悩みは300年の伝年の伝統を引統を引き継き継ぐ後ぐ後

継者が者がいないこと。いこと。

「昔は子どもが生まれるとお祝いに節句「昔は子どもが生まれるとお祝いに節句

人形を贈りましたが、現在はそういった人形を贈りましたが、現在はそういった

習わしも少なくなり需要が減りました。習わしも少なくなり需要が減りました。

収入が安定しないので、なかなか次のが安定しないので、なかなか次の

代へ引き継ぐこ引き継ぐことができません」とができません」とのこと。とのこと。

「小幡でこ」「小幡でこ」は細居家の人々が代々守っては細居家の人々が代々守って

きた貴重な伝きた貴重な伝統。「一人でも多くの方に「一人でも多くの方に

知っていただき後世へ残してほしい」知っていただき後世へ残してほしい」と

話していた。話していた。人

形を愛お形を愛おしく見

つめる横顔つめる横顔

が大きが大きく印

象に残った。残った。
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Oh Me
この情報紙は「滋賀ガイド」と提携しています

発行部数：100,000部

（第3種郵便物認可） 毎　日　新　聞 2007年（平成19年）4月5日（木曜日） 1

●Oh!Me編集室／株式会社ヤマプラ：近江八幡市桜宮町294 TEL0748-34-8872 FAX0748-32-3909
●広告／滋賀毎日広告社：大津市打出浜3-16 TEL077-522-2603
●発行／毎日新聞大阪本社開発宣伝部：大阪市北区梅田3-4-5

　毎週木曜発行


